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平成２３年１２月２１日、第５回中標津町農業委員会総会を、中標津町議事堂において開催、 

農業委員を招集する。 
 
       本日出席した委員 

１番   中 村 正 生 
２番   笠 原 康 博 
３番   房 川 喜 洋 
４番   氏 家 康 夫 
５番   杉 本 公 也 
６番   柴 野 忠 征 
７番   滝 本   広 
８番   本 田  信  幸 
９番   太 田    誠 
１０番   國 見 正 則 
１１番   久 保 伸 一 
１２番   小 沼   悟 
１３番   佐々木 邦 夫 
１４番   重 松 秀 光 
１５番   纓 坂 尚 久 
１６番   金 刺 健四郎 
１７番   安  田     稔 
１８番   戸 田 重 勝 
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附議した案件 
議案第２０号 現況証明願いについて 
議案第２１号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定について 
議案第２２号 河川法第２４条の規定による許可申請について 
報告第１０号 農地法第１８条第６項の規定による解約通知について 
報告第１１号 農地法第６条第１項の規定に基づく農業生産法人報告書について 
報告第１２号 農業経営改善計画認定について 
 
 
本日出席した職員 
      事 務 局 長   原 田 武 志 
            農地係長･庶務係長   若 森 修 二 
            農  地  主  査     吉 田 佳 弘 

係       本 間 光 代 
 

 

                （開 会   １０時３７分） 
 
議   長     おはようございます。 

ただ今の出席委員は１８名でございます。 
定足数に達しておりますので、会議は成立致します。 
ただ今から、第５回中標津町農業委員会総会を開会致します。 
本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 
議事日程に従い、ただちに会議に入ります。 
日程１、｢議事録署名委員の指名について｣を議題に供します。 
会議規則第２ ４条第２項の規定により、議事録署名委員は議長において指名を致し
ます。 

９番   太 田    誠 委員 
１０番   國 見 正 則 委員 
以上、２名を指名致します。 

日程２、会務報告を事務局長から報告致します。 

事務局長 

 
事務局長  １１月２５日の総会以降につきまして会務報告を致します。 

項目につきましては、お配りの資料をご覧いただきたいと思います。 

はじめに、第３回臨時議会が１１月２８日に開催され、条例の一部改正等について

審議し可決しております。会長が出席しております。 

次に１１月２９日、北海道農業者年金協議会主催によります農業者年金加入推進特

別研修会が札幌市で開催され、会長が講師として招かれ本農業委員会の加入推進につ

いて事例報告しています。 

次に農業者年金加入推進セミナーが１２月６日、全国農業委員会会長代表者集会が

１２月７日に東京・砂防会館で開催され、全国から市町村農業委員会会長および関係



 3 

者約１，０００人参集しました。 

セミナーでは「農業と暮らし～原発難民となって思うこと」と題した記念講演の後、

４名のパネリストのよる「更なる加入推進に向けて、いま何が必要か」をテーマとし

たパネルディスカッションが行われ、取り組み事例の報告がありました。 

安田会長も４名のパネリストの１名として、壇上で当委員会の加入推進の取組み等

について報告しております。 

代表者集会では、第一部で農業委員会の「さらなる取組み」に期待するとの講演、

及び３農業委員会から活動事例報告があり、第二部で要請・申し合わせ決議として、

「東日本大震災からの復興と食と農業の再生に向けた要請決議」「ＴＰＰ交渉参加撤

回を求める要請決議」「地域に根差した農業委員会活動の更なる取組みに関する申し

合わせ決議」「情報提供の一層の強化に関する申し合わせ決議」を原案のとおり決定し、

大会終了後、北海道は６班に分かれ各班ごとに国家議員に対する要請活動を実施した

ところであります。 

また、会議の合間を利用し、根室地方農業委員会連合会の独自要請を地元選出国会

議員へ行ったところであります。 

最後に、中標津町議会１２月定例会であります。１２月１２日から１６日までの日

程で開催され、一般行政報告、教育行政報告、一般質問のほか、各会計補正予算、中

標津町基本自治条例制定等について審議し可決しております。 

本会議が開催された１２日と１６日、会長が出席しております。 

以上会務報告と致します。 

 

議  長  以上で会務報告を終わります。 
日程３、議案第２０号「現況証明願いについて」を上程致します。 
（１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 氏家委員 
 

氏家委員  ４番氏家です。 
議案第２０号「現況証明願いについて」（１）について説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．申請人の住所、氏名 
  中標津町字当幌                  ○ ○ ○ ○ 
２．土地の表示 
所 在 地 番 公簿 現 況 面積 ㎡ 利用状況 
○○○○ ○○○○ 畑 農地･採草放牧地以外 １９，１７７ 山林 
３．申請の理由 
  地目変更登記のため 
４．見取図 別紙 
 
 

本案件につきましては、地目変更登記のため申請があったものです。 
当該地は、山林・宅地と使用されている土地で、平成２３年１１月９日に第４地区

推進班で現地調査協議した結果、当該地は農地・採草放牧地以外の土地であると判断

したものです。 
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以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 
（挙手あり） 久保委員 

 
久保委員  １１番久保です。 

議案第２０号「現況証明願いについて」（２）について説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ２ ） 
１．申請人の住所、氏名 
  中標津町字上標津          ○ ○ ○ ○ 
２．土地の表示 
所 在 地 番 公簿 現 況 面積 ㎡ 利用状況 
○○○○ ○○○○ 牧場 農地･採草放牧地以外 １，５８３ 原野 

３．申請の理由 
  地目変更登記のため 
４．見取図 別紙 
 
 

本案件につきましては、地目変更登記のため申請があったものです。 
経営移譲に伴い継承する○○氏の所有農地を精査したところ、公簿上畑となってい

る土地について第５地区推進班で現地調査協議した結果、当該地については農地・採

草放牧地以外の土地であると判断したものです。 
以上です。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（２）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、可決されました。 
日程４、報告第１０号「農地法第１８条第６項の規定による解約通知について」を

議題に供します。 
内容を事務局から報告願います。 
（挙手あり） 農地係長 

 
農地係長  報告第１０号「農地法第１８条第６項の規定による解約通知について」事務局より
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ご説明致します。 
議案は３７ページをお開きください。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  貸 主 中標津町字武佐              ○ ○ ○ ○ 
  借 主 中標津町字武佐              ○ ○ ○ ○ 
２．解約する土地  

所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 
○○○○ ○○○○ 畑 ３３，７０８  
〃 ○○○○ 〃 １６，４２７  

○○○○ ○○○○ 〃 ３８，６７３  
〃 ○○○○ 〃 １０，４２６  
計 ４ 筆 畑 ９９，２３４  

３．利用権の種類    使用貸借権 
４．契約期間      平成８年１０月２９日から永年 
５．合意解約成立の日  平成２３年１２月９日 
６．解約の理由     合意解約 
 
 

この案件については、議案第２１号（１２）に関連するものであり、あっせん会議

の結果、○氏へ譲渡することとなり、現在使用貸借中の農地を期間内解約するもので

あります。 
以上です。 

 
議  長  以上で報告を終わります。 

日程５、議案第２１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用

集積計画の決定について」を上程致します。 
（１）と（２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  
（挙手あり） 氏家委員 
 

氏家委員  ４番氏家です。 
議案第２１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画

の決定について」（１）（２）について、一括説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 札幌市中央区            ○ ○ ○ ○ 

 
借 主 中標津町字計根別          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 

２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３９，６６９ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 １９，８３４ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ２６，４４６ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １３，２２２ 〃 
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〃 ○○○○ 牧場 採草放牧地 ３０，０８５ 〃 
○○○○ ○○○○ 畑 畑 ４９，５８６ 牧草畑 
○○○○ ○○○○ 牧場 採草放牧地 ３９，６６９ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ４９，５８６ 〃 

畑 １４８，７５７  
計８筆 ２６８，０９７㎡ 

採草放牧地 １１９，３４０  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  農地保有合理化促進事業により賃貸するもの 
  借 主  農地保有合理化促進事業により賃借し、規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１２月２２日から平成２８年１０月２７日まで 
６．価 格     年     ２２３，３４０円 
７．資金調達方法  自己資金  ２２３，３４０円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ 
９．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
10．見取図 別  紙 
 
 
（ ２ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 札幌市中央区            ○ ○ ○ ○ 

 
借 主 中標津町字当幌           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 

２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 １０，３５０ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 １３，３９４ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ６，４６０ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ４８，８１８ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １６，８３３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３１５ 〃 

○○○○ ○○○○ 〃 〃 ２，５３９ 〃 
計 ７ 筆 畑 ９８，７０９  

３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  農地保有合理化促進事業により賃貸するもの 
  借 主  農地保有合理化促進事業により賃借し、規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１２月２２日から平成２８年１０月２７日まで 
６．価 格     年     １１５，４２０円 
７．資金調達方法  自己資金  １１５，４２０円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ 
９．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
10．見取図 別  紙 
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この案件につきましては、農地保有合理化促進事業により○○○○○○○○が、離農

した○○○氏から取得した農地を５年後の取得予定者に賃貸借するものであります。

（１）（２）の両借主は既存の認定農業者である近隣農家で、あっせん会議にて決定し

ました。 
別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし

ているとものと判断致しました。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１）と（２）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（３）から（１０）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  
（挙手あり） 中村委員 

 
中村委員  １番中村です。 

議案第２１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画

の決定について」（３）から（１０）について、一括説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ ３ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 札幌市中央区            ○ ○ ○ ○ 

 
借 主 中標津町字俵橋           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 

２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ４８，９１６ 牧草畑 
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  農地保有合理化促進事業により賃貸するもの 
  借 主  農地保有合理化促進事業により賃借し、規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１２月２２日から平成２８年１０月２７日まで 
６．価 格     年     ７３，３６０円 
７．資金調達方法  自己資金  ７３，３６０円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ 
９．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
10．見取図 別  紙 
 
 
（ ４ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 札幌市中央区            ○ ○ ○ ○ 

 
借 主 中標津町              ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
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２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○ ○○○○ 畑 畑 １９，２６３ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３６，７７７ 〃 

計 ２ 筆 畑 ５６，０４０  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  農地保有合理化促進事業により賃貸するもの 
  借 主  農地保有合理化促進事業により賃借し、規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１２月２２日から平成２８年１０月２７日まで 
６．価 格     年     １８，３４０円 
７．資金調達方法  自己資金  １８，３４０円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ 
９．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
10．見取図 別  紙 
 
 
（ ５ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 札幌市中央区            ○ ○ ○ ○ 

 
借 主 中標津町字俵橋           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 

２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３７，０３９ 牧草畑 
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  農地保有合理化促進事業により賃貸するもの 
  借 主  農地保有合理化促進事業により賃借し、規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１２月２２日から平成２８年１０月２７日まで 
６．価 格     年     ５７，７８０円 
７．資金調達方法  自己資金  ５７，７８０円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 

経営形態 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ 畑作 
９．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
10．見取図 別  紙 
 
 
（ ６ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 札幌市中央区            ○ ○ ○ ○ 

 
借 主 中標津町字俵橋           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 

２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３７，０３９ 牧草畑 
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３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  農地保有合理化促進事業により賃貸するもの 
  借 主  農地保有合理化促進事業により賃借し、規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１２月２２日から平成２８年１０月２７日まで 
６．価 格     年     ５７，７８０円 
７．資金調達方法  自己資金  ５７，７８０円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 

経営形態 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ 畑作 
９．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
10．見取図 別  紙 
 
 
（ ７ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 札幌市中央区            ○ ○ ○ ○ 

 
借 主 中標津町字俵橋           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 

２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ６，３１１ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 ５４，７２８ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３，６２１ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ３７，９９７ 〃 

計 ４ 筆 畑 １０２，６５７  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  農地保有合理化促進事業により賃貸するもの 
  借 主  農地保有合理化促進事業により賃借し、規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１２月２２日から平成２８年１０月２７日まで 
６．価 格     年     １４６，８００円 
７．資金調達方法  自己資金  １４６，８００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ 
９．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
10．見取図 別  紙 
 
 
（ ８ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 札幌市中央区             ○ ○ ○ ○ 

 
借 主 中標津町               ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 

２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ５９，４６２ 牧草畑 
３．許可を受けようとする事由 
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  貸 主  農地保有合理化促進事業により賃貸するもの 
  借 主  農地保有合理化促進事業により賃借し、規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１２月２２日から平成２８年１０月２７日まで 
６．価 格     年     ８５，６２０円 
７．資金調達方法  自己資金  ８５，６２０円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ 
９．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
10．見取図 別  紙 
 
 
（ ９ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 札幌市中央区            ○ ○ ○ ○ 

 
借 主 中標津町              ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 

２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３８，５７３ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 ９，６２１ 〃 

計 ２ 筆 畑 ４８，１９４  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  農地保有合理化促進事業により賃貸するもの 
  借 主  農地保有合理化促進事業により賃借し、規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１２月２２日から平成２８年１０月２７日まで 
６．価 格     年     ６８，４２０円 
７．資金調達方法  自己資金  ６８，４２０円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 
農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ 
９．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
10．見取図 別  紙 
 
 
（ １ ０ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 札幌市中央区            ○ ○ ○ ○ 

 
借 主 中標津町              ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 

２．土地の表示 
地  目 

所 在 地  番 
公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ４９，７２６ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 ２５，５８６  
〃 ○○○○ 〃 〃 ２４，７０７ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ９，５６４  
〃 ○○○○ 〃 〃 ３８，７２３  

計 ５ 筆 畑 １４８，３０６  
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３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  農地保有合理化促進事業により賃貸するもの 
  借 主  農地保有合理化促進事業により賃借し、規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２３年１２月２２日から平成２８年１０月２７日まで 
６．価 格     年     １８５，５２０円 
７．資金調達方法  自己資金  １８５，５２０円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ 
９．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
10．見取図 別  紙 
 
 

これら８件の案件につきましては、農地保有合理化促進事業により○○○○○○○○

が離農した○○氏から取得した農地を、５年後の取得予定者に賃貸借するものであり

ます。（３）から（１０）の借主は認定農業者である近隣農家であり、あっせん会議に

おいて決定しました。 
別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし

ているとものと判断致しました。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（３）から（１０）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（１１）と（１２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  
（挙手あり） 小沼委員 

 
小沼委員  １２番小沼です。 

議案第２１号（１１）（１２）について、説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ １ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
  借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地 番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ２０，４０９ 牧草畑 
〃 ○○○○ 山林 〃 １０，５３４ 〃 

計 ２ 筆  畑 ３０，９４３  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  期間満了により再設定するもの 
  借 主  期間満了により再設定するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２４年１月１日から平成２７年１２月３１日まで 
６．価 格       年     １２３，０００円 
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７．資金調達方法    自己資金  １２３，０００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 

経営作物 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ 馬鈴薯栽培 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別  紙 
 
 

この案件につきましては、賃貸借の契約期間満了に伴い再設定するものであります。 
別添調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いるものと判断致しました。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ２ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  譲渡人 中標津町字武佐           ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
  譲受人 中標津町字武佐           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地 番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３３，７０８ 牧草畑 
〃 ○○○○ 〃 〃 １６，４２７ 〃 

○○○○ ○○○○ 〃 〃 ３８，６７３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １０，４２６ 〃 

計 ４ 筆  畑 ９９，２３４  
３．許可を受けようとする事由 
  譲渡人  集積を図るため、離れ地を近隣農家に譲渡するもの 
  譲受人  譲渡を受け経営規模拡大するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容   所有権の移転 
５．価 格            ７，４４１，０００円 
６．資金調達方法  経済改善資金 ７，４００，０００円 

  自己資金      ４１，０００円 
７．譲受人の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ 
８．適 用 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 
９．見取図 別 紙 
 
 

この案件につきましては、○○氏が自作する離れ地を集積するために譲渡するもの

であります。農地の集積を図るため、武佐地区の近隣農家を募りあっせん会議を開催

し、○氏に譲渡決定しました。 
農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと判断致しま

した。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１１）と（１２）の質疑に入ります。 
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（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
（１３）と（１４）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  
（挙手あり） 國見委員 

 
國見委員  １０番國見です。 

議案第２１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画

の決定について」（１３）（１４）について、説明致します。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ３ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町字開陽          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
  借 主 中標津町字開陽          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地 番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ４１，６３８ 牧草畑 
〃 ○○○○ 山林 〃 ６，６４８ 〃 
〃 ○○○○ 畑 〃 １２，９３９ 〃 

○○○○ ○○○○ 〃 〃 ４０，９６７ 〃 
〃 ○○○○ 山林 〃 ９，９７９ 〃 
〃 ○○○○ 畑 〃 １１，２３３ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 ７１９ 〃 
〃 ○○○○ 原野 〃 ２，０３０ 〃 

計 ８ 筆  畑 １２６，１５３  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  期間満了により再設定するもの 
  借 主  期間満了により再設定するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２４年１月１日から平成２８年１２月３１日まで 
６．価 格       年     ３１９，０００円 
７．資金調達方法    自己資金  ３１９，０００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○  ○○○○ ○○○ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別  紙 
 
 
（ １ ４ ） 
１．当事者の住所、氏名、年齢、職業 
  貸 主 中標津町字開陽          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 
  借 主 中標津町字開陽          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
２．土地の表示 

地  目 
所 在 地 番 

公簿 現況 面  積（㎡） 利用状況 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 ８，６００ 牧草畑 
○○○○ ○○○○ 〃 〃 51,732の内 

４５，６６４ 〃 
○○○○ ○○○○ 〃 〃 45,657の内 

３９，２４９ 〃 



 14 

○○○○ ○○○○ 畑 畑 49,140の内 
４３，７８４ 牧草畑 

〃 ○○○○ 〃 〃 ３４，７１０  
〃 ○○○○ 原野 〃 １４，８７６  
〃 ○○○○ 畑 〃 ４０，４５５ 〃 
〃 ○○○○ 山林 〃 ７，７４６ 〃 

○○○○ ○○○○ 原野 〃 ３，３０７ 〃 
〃 ○○○○ 〃 〃 １，９１４ 〃 

計１０筆  畑 ２４０，３０５  
３．許可を受けようとする事由 
  貸 主  期間満了により再設定するもの 
  借 主  期間満了により再設定するもの 
４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） 
５．期 間  平成２４年１月１日から平成２８年１２月３１日まで 
６．価 格       年     ９８５，０００円 
７．資金調達方法    自己資金  ９８５，０００円 
８．借主の経営状況 

経 営 地 家 畜 家 

族 

農
従
者 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 

○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ 
９．適 用 農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図 別  紙 
 
 

この２件の案件につきましては、賃貸借の契約期間満了に伴い再設定するものであ

ります。 
別添調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いるものと判断致しました。 
以上です。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１３）と（１４）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかり致します。 
本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 
全委員   異議なし。 
 
議  長  ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、可決されました。 
日程６、議案第２２号「河川法第２４条の規定による許可申請について」を上程致

します。 
（１）と（２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  
（挙手あり） 佐々木委員 

 
佐々木委員  １３番佐々木です。 

議案第２２号「河川法第２４条の規定による許可申請について」（１）（２）につい
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て一括説明いたします。 
（以下、議案資料を朗読） 

 
（ １ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  占用権の移転をする人  中標津町字俵橋        ○ ○ ○ ○ 
  占用権の移転を受ける人 中標津町字俵橋        ○ ○ ○ ○   
                               
  河川管理者     札幌市中央区           ○ ○ ○ ○ 
２．許可を受けようとする土地の表示 

河川の名称 使用場所 面  積（㎡） 使用目的 
○○○○ 
廃川敷地 

○○○○地先 
（○○○○） ２，１４０．２５ 採草地 

３．許可を受けようとする内容  廃川敷地占用の権利譲渡承認 
４．使用の期間   平成２０年１月２５日から平成２４年７月２日まで 
５．見 取 図   別 紙 
 
 
（ ２ ） 
１．当事者の住所、氏名 
  占用権の移転をする人  中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ 
  占用権の移転を受ける人 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ 
  河川管理者     札幌市中央区             ○ ○ ○ ○ 
２．許可を受けようとする土地の表示 

河川の名称 使用場所 面  積（㎡） 使用目的 
○○○○ 
廃川敷地 ○○○○地先 ２，４４７．３８ 採草地 

３．許可を受けようとする内容  廃川敷地使用の地位継承承認 
４．使用の期間   平成２０年１月２５日から平成２４年７月２日まで 
５．見 取 図   別 紙 
 
 

この２件の案件につきましては、北海道で管理されている二級河川○○○○○○○○

の河川敷地において、占用許可申請のため採草地として利用されている土地の内、

（１）は、○○○○氏から農業生産法人○○○○○○○○へ権利譲渡に伴う占用者の変

更、（２）は○○○○氏から農業後継者○○○○氏への地位継承による占用者の変更で

ございます。 
廃川敷地占用の権利譲渡、地位継承に伴い、改めて河川法第２４条の規定により河

川管理者である ○○○○の許可が必要となることから、その申請に添付する農業委

員会の意見書を求められたもので、農業委員会等に関する法律第６条第３項の規定に

より、ご審議願うものです。 
平成２３年１１月３０日に第一地区推進班において現地調査したところ、それぞれ

現在使用している経営農地の隣接地であり、適切に採草地として使用されておりまし

たので、当該申請は的確であると判断しました。 
以上でございます。 
 

議  長  説明が終わりましたので、（１）と（２）の質疑に入ります。 
（｢ありません｣の声多数。） 
なければ質疑を打ち切ります。 
おはかりいたします。 
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本案は原案のとおり、○○○○○宛送付することに、ご異議ございませんか。 
 
全委員      異議なし 
 
議    長    ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり、送付いたします。 
日程７、報告第１１号｢農地法第６条第１項の規定に基づく農業生産法人報告書につ

いて｣を議題に供します。 
内容を事務局から報告願います。 
（挙手あり）  事務局長 

 
事務局長  報告第１１号「農地法第６条第１項の規定に基づく農業生産法人報告書について」

ご報告致します。３９ページをお開きください。 
平成２３年度農業生産法人報告書に係るもので、○○○○○○○○ほか４法人から提

出されたものでございます。 
提出報告書の内容の確認を実施したところ、５農業生産法人全て、農地法第２条第

３項で定められた事業要件、構成員要件、役員要件を満たしておりました。 

以上でございます。 

 

議  長  説明が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 
      （｢ありません｣の声多数。） 
      なければ質疑を打ち切ります。 

以上で報告を終わります。 

日程８、報告第１２号｢農業経営改善計画認定について｣を議題に供します。 
内容を事務局から報告願います。 
（挙手あり）  農地係長 

 
農地係長  報告第１２号「農業経営改善計画認定について」事務局よりご報告致します。 

議案の４１ページをお開きください。 

今回については、平成２３年５月２３日付から１１月２２日付で、認定のあった者

について記載しておりますので、お目をとおして頂きたいと思います。 

新規認定者６名、再認定者１７名、計画認定変更者３名となっています。 

以上です。 

 

議  長  以上で報告を終わります。 
以上で本総会に提出されました議案の審議は、すべて終了致しました。 
本日は今年最後の総会ですので、私から一言ご挨拶を申し上げたいと思います。 
今年は３月１１日の東日本大震災よって多くの方が被災され、尊い命が亡くなり、

また津波等により東京電力福島第一原発の事故などもありまして、多くの方が今もな

お仮設住宅等に住んでおられます。 
国による早い復旧・復興が望まれており、総理大臣も代わって復旧・復興が更に加

速して進んでくれるのかと期待しておりましたが、それもなかなか進んでおりません。 
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なるべく早く元の生活ができるように願っているところであります。 
今年は農業委員の改選があり、公選５名・推薦２名の新しい委員が当委員会に加わ

り半年が過ぎました。農地法が改正されたことにより、今までになく委員としての活

動が忙しくなってきております。皆様方には大変ご苦労をかけてるとは思いますが、

これも優良農地の確保、またその農地を次の時代に渡していかなければならない、農

業委員会としての責任もありますので、皆さんの協力をいただきながら後継者等に農

地を有効に使っていただけるようにみんなで対応していければと思います。皆さんの

協力と事務局の協力により、今年一年難なく過ごさせていただきました。先ほどの委

員協議会時にもお話が出ましたが、皆さんと情報共有できる形をつくり、委員会活動

を更に活発にできればと思います。 
今年も、残り十日となりました。ご家族共々健康で新しい年を迎えられますように

お祈りを申し上げ、また来年、元気で委員会活動・営農に励めればと思っております。 
最後に皆さんのご活躍をご祈念申し上げて簡単ですけれども、最後の挨拶とさせて

いただきます。 
これをもちまして、第５回総会を閉会致します。 
ご苦労様でした。 
 

（閉会   １１時０９分） 
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 以上、本総会の顛末を記録し相違ないことを証するため、ここに署名する。 
 
 
 
 
 
 
平成２３年１２月２１日 
 
 
 
 
                  会  長                                       
 
 
                  ９ 番                                      
 
 
                  １０番                                      

 
 


